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5)女性性機能とスポ-ツ
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1 は じ め に

定期的な適度のスポ-ツ活動による健康管理 ･増進は

極めて好ましく,女性のスポーツも本質的には男性と差

はないが,管理 ･指導では男性と違った性周期を持つ生

物学的な性差を十分をこ考慮する必要がある.

最近では妊娠時のスポーツも盛んになっているが,そ

の代表の妊婦水泳が紹介されたのは20年前で,これには

担当医師の許可が必要となる.

女性のスポーツで問題になるのは激 しい活動が要求さ

れるトップアスリ- 卜やそれを目指す思春期少女をこ見ら

れる月経異常である.初経の発釆遅延,続発性無月経,

月経困難症,疲労骨折は運動群と非運勤評で明らかな差

が見られ1),さらに将来の妊畢性も考慮する必要がある.

その他にはスポ-ツ開始時期が早い場合の身体発育,蘇

也,月経中のスポ-ヅ活動の可否,月経周期の人為的操

秤,骨粗撃疲なども問題になる.
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2 女性性機能とスポーツ

女性を特徴付ける月経周期は視床下部 ･下垂体 ･卵巣

軸のダイナミックでかつ巧妙なブイ-ドバック機構によっ

て調節されている.卵巣ホルモソと運動機能の太まかな

関係はエストロゲソは促進的に,プロゲステロンは抑制

的に作周 し,スポ-ツコンディションとしては卵胞発育

期から黄体期初期までがよく,黄体期後半から月経期に

かけてコンディションは不良となるのが一般的とされる.

1) 初経発来年齢

近年,女性のスポ-ツ開始年齢が早くなっているが,

特別なスポ-ツ習慣のない-般女子大学生を対照群,田

本を代表する一流スポーツ選手を運動群とした調査での

初級発来平均年齢は対照群 12.8歳に対 し,選手群では

13.3歳と明らかに遅延 している.競技種目別の初経発

来年齢は殆どの種目で初経の遅れる傾向が見られるが,

体操競技,新体操の2種目が顧著である慧).初級発来かこ
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は,その時点である一定以上の俸嵐 体脂肪量が必要で,

体格のよいスポ-ツ選手は一般少女より早く初経が発来

すると思われるが,あまりにも早くに開始した激 しい ト

レ-エソグやダイエットなどによるり淀イトコントロー

ルは正常な身体発育,特に体重や体脂肪の増加に障害を

きたし その嫁菜として初経発乗を遅くする,

原発性無月経では染色体異常や性分化異常を鑑別診断

する必要があるが,スポ-ツによる無月経であれば過激

なトレ-エソグをやめることにより,殆どの場合で卵巣

磯鰭は回復する.

2) 月経異常

日頃から継続的に運動している女性ではいろいろな月

経異常がみられ,運動選手と非運動選手の月経周期の比

較で選手群に正常月経周期を有するものが有意をこ低いと

される2).運動性無月経は視床下部障害によるものと考

えられ その真の原因は不明であるが,運動に伴う身体

的 ･心理的ストレス,体脂肪の減少,プロラクチソやβ

エンドルフィンなど内分泌系の変化 食事･栄養の変化

などの要因が挙げられる.

女性では運動選手でなくても進学,就職などによる生

活環境の変化,精神的なショックや悩み,さらに過労な

どでも容易に性機能は障害されて続発性無月経などの月

経異常をきたすので,日常的な激しいトレーエソダや緊

張する試合が構神的 ･身体的なストレスになって,月経

異常となることは容易に理解される,また,コソディショ

ソの調節やプロポ-ショソの維持のために節食や減食で

体重減少を図ることがあるが,これは体脂肪を減少させ

る.神経性食欲不振症や病的な原因のない単純な体重減

少でも続発性無月経になることがあり予体脂肪率と月経

異常率との関係は明らかである.競技種目別に体脂肪率

と月経異常率をみると体操駿技や新体操,農距離走で体

脂肪率が低く,月経異常率の高い傾向がみられる2).体

脂肪は性ステロイドホルモソの代謝に関係するので,肥

満も月経異常をきたすことがある.

3) 妊畢性

思春期女性では初経線2年末満で無排卵周期が2/3,

6年後の18-19歳でも1/3が無排卵周期で,月経周期異

常はかなりの高頻度をこみられるが,種々の原因でみられ

る無月経は,その期間が長くなればなるほど治療 しにく

くなり,また将来の妊季性を考慮すると3カ月以上の無

月経は避けるべきと考える.

長期の無月経はエストロゲンの分泌不足と関係し,チ

宮環境を悪化させ,妊率性を障害する.排卵は排卵誘発

剤を用いればある程度可能であるが,妊娠を希望した場

育,排卵には成功しても子宮に異常があJHf妊娠 ･出産

に至らない.思春期の月経異常が将来の経挙性を損なう

ことにつながらないよう配慮したい理由である.

東京オリンピック大会に出場した--流東予選手のその

後の妊挙性に関する追跡調査での不妊率は6.7%,分娩

で難産は少なく,妊娠するための性機能は引退後十分に

回復し,スポーツ活動をこ伴う各穫月経異常はシ-ズソオ

ブでの トレーニソグ減少,現役引退で回復すると報告さ
れているが2),国際大会で活躍する日本選手の率をこぼ小

さな選手が少なくない. トレーニング開始が早くなれば

身体発育にも影響し これが将来の娃学性を含めた後塵

能をこ影響する可能性は否定できないと考える.

1)その他

運動によって骨盤量が増加し,低エストロゲソ状態は

骨塩畳の増加を抑制することは周知のとおりであるが,

運動性無月経が疲労骨折を起こす可能性も指摘されてい

る.スボ-ツ選手の疲労骨折と月経異常についての調査

では,疲労骨折群で明らかをこ続発性無月経の頻度が高い2)

-敏の学校スポーツやレクリエ∵ショソスポ-ツでは

月経中であってもスポ-ヅをすることは本人の自由であ

るが,管理 ･指導にあたっては軽い トレーニング内容に

して無理をさせないようにすることが望護れる.

月経痛に対する鍛滴剤の使用は将来の妊娠に影響する

と心配して,痛みを我慢するようをこ指導する例を見受け

るが,そのようなことはないので適切な服薬で少しでも

快適に過ごせるよう正しい指導が望まれる.

月経が試合に重なるような場合はホルモソ剤で月経の

移動を行うこともできるが,周期の変更は試合直前より

2-3周期前に行う方がよい.

3 産婦人科領域での現状と問題点

新潟県内では未だスポ-ツ医学を専門にする産婦人科

施設はなく,それぞれの施設でもスポーツ活動に起因す

る月経異常を外来で診る機会は少ないと思われるが,拷

導者の多くが男性であるため,女子選手の月経のことま

で立ち入れないとも聞いているので,相談が必要であっ

ても実際には受診していない可能性がある,

日本医師会の定める認定健康スポ-ツ医制度での前期

講習科目には ｢女性と運動｣が1時間あるだけで,産婦

人科医の認定医は少ない (本シソポジウムで県内認定医

中に婦人科医は1名との発表があった).学校医として

も産婦人科医は全国的に少なく,その専門性はスポ-ツ

医学だけでなく学校の現場でも十分に活かされていない

状況にある.



スポ-ツ医学の現状と諸問題

会 長 マネージャー

副会長理事長 強化部長

頼指糠門別 コー チ

駅 伝 部!-i-*p4-i-'&'首㌻′とヽ ヽ

(塞)
◎ デ-タバンク

◎ 整形外科部門

◎ 内科部門

◎ 心理学部門

◎VTR
◎トレーナー
◎栄養関係

メデイカ)Lサポー ト
懇談会

199t).1.19発足

図 1 新潟県陸上韓技協会 ｢~強化組織図_･

昨年亡くなられた阿部盛男先生が生前情熱を注がれた

陸上競技協会のメディカルサボ- トであるが,個々に何

例か相談を受けてはいても,末だ秦のままで組織だった

体制にはなっていない (図 1).先生のご遺志を継いで,

関係する方々とともに実現に向けて努力しなければなら

ない.

4 さ い ご に

2年前の1995年,北京で開かれた世界女性会議が採

択した ｢性と生殖に関する健康と権利｣宣言は 〈健康を

生殖現象,すなわち妊娠,出産,育児といった一連の過

程がスムーズにかつ安全に,しかも個人の自由意志に基

づいて遂行できるような状態とし,誰もが平等に生殖を

享受でき,生殖過程を安全かつ円滑に営む権利を各人が

有する)というものであるが,スポーツ医学の領域でも,

多くの正しい情報が提供され,多様な選択ができるよう

にこうした考え方が噂蚤されるよう望みたい.

スポーツを愛する一般の方々,競技の指導者も選手も
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男女をこぼ性差があり,誰もが ｢かけがえのない大切な人

生を生きている｣ことを認め合って,競技成練の向上あ

るいは健康の増進に努力願えればと思う.
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司会 吉沢発生ありがとうございました.女性がスポ-

ヅをやる際にいろいろ困難がございますが,どなたか,

御質問はございますでしょうか.ではまた,総合討論で

お願いいたします,では,最後のシンポジストとして県

医師会の代表として村井整形外科の村井先生よろしくお

餅いいたします.


